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　平成26年 3月 1日付で予防医学センターからス
イスのジュネーブにある国連の一機関，世界保健
機関（World Health Organization）本部に派遣
されてまもなく一年が過ぎようとしている。
　来た当初は，右も左もわからず，これまでの研
究者としての自由な雰囲気とは全く異なる，多少
窮屈に感じられる行政官としての仕事に馴染め
ず，「ここで自分にいったいどんな仕事ができる
のだろうか」と不安に感じる日々が続いた。
　私は，カナダのモントリオールにあるConcordia 
Universityで環境学を学び，帰国してからは環境
専門新聞の記者を経て，千葉大学大学院医学研究
院に於いて，環境健康学で医学博士号を取得した。
その後は環境生命医学教室の森千里教授の元，環
境ホルモン物質の胎児期曝露とその後の健康影響
や，シックハウス症候群の原因物質の特定と健康
影響などについて研究してきた。
　しかし，研究を通して，生まれてくる子どもた
ちの一部から，高齢者と同じレベルの汚染物質が
検出される実態を明らかにし，国内外の学会で発
表を行ったり論文にまとめたりしても，それに
よって社会が変わることは期待できない。汚染を
減らす対策を講じ，暴露のリスクを削減して将来
起こりうる疾患を予防するには，研究者の仕事に
は限界がある，と感じていたところに，WHOへ
の派遣の話しを頂いたのである。
　最初は「とても無理」とお断りしたが，研究者
としてヒトの環境汚染状況を見て，早くなんとか
しなければ，と焦るばかりで自分の非力を感じて
いたところでもあり，研究をしていた自分だから
こそできることがあるかもしれない，と考え直
し，ありがたくこの機会を生かすことにした。
　実は，私がカナダのモントリオールの大学を留
学の場所として選んだのは，その当時「将来国連
機関で働いてみたい」という夢があったからであ
る。国連職員になるためには，専門知識や経験の
他に，英語ともう一つ別の国連公用語（仏，中，
露，西，アラビア語）で仕事ができるレベルであ
ること，という条件がある。それで，英語とフラ
ンス語の二か国語が公用語のカナダを選んだので
あった。
　しかし，カナダの大学で出会った，かつて国連
で働いていたという教授に「招来国連職員になり
たい」と相談すると，その教授は「国連などとい
うのはbureaucraticで腐った組織だ。あんな組織
は何にもできない」とさんざん私の意欲をそぐ話
をしたのである。
　結局帰国し，上述のとおりの道を進んできたわ
けであるが，いろいろな経験をして，カナダに留
学した時から25年を経て，ようやく若いころの夢
だった国連職員になったわけである。
　国連がどんなところかというと，私はWHOし
か知らないが，たしかにbureaucraticである。ま
た，何事につけ時間がかかる。かかりすぎる，と
言ったほうが良いかもしれない。WHOの影響が
あまりに大きいために，何かを発表するのに非常
に慎重にならざるを得ない。何か発表するとさま
ざまなところから「言いすぎだ」と批判されたり
「消極的過ぎる」と批判されたりする。
　また常に，発展途上国（今は low and middle 
income countriesという）の健康状態の底上げに
フォーカスを当てなければならないので，これま
で自分が専門としてきた研究者としての視点を大
きく変えなければならない。職員は多種多様なと
ころから来ているので，考え方が日本人とは根本
的に異なることを前提としていないと，「なぜ ?」
という疑問ばかりが頭に浮かんでくる。英語もさ
まざまな訛りがあり，多民族組織の難しさを乗り
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から，『この嫌な東洋女 !』と思われても，何度
でも苦情を言わないとだめ !」とアドバイスされ
た。しかし，やはり疲れてしまう。
　それでも，なんとか楽しみを見つけようと，小
さな車を購入し，フランスやスイスをドライブし
てみたり，WHO内のジムでタップダンスを習っ
てみたりしている。
　ところで，WHO本部に来られたら，正面玄関
の向かいの広場にある二つの像に気が付かれるだ
ろう。一つは，1980年 5月 8日に天然痘撲滅宣言
を出したことを誇らしげに記念する，種痘の場面
の像である。そしてもう一つ，その後ろには，一
本の長い細い枝を，父親が後ろで持ち，子どもが
前を握って父親を先導している像がある。これ
は，Neglected Tropical Disease （NTD＝無視さ
れている熱帯病）に取り組むことの重要性を訴え
る，オンコセルカで失明した父親を導く子どもの
像である（写真）。
　オンコセルカ（河川盲目症）は，アフリカなど
の熱帯地域で，ブヨに刺されることで発生する回
旋糸状虫による感染症である。この感染症によ
り，不幸にも失明する人が毎年何万人も発生して
いる。しかし，この感染症によって命を落とすこ
とはない。命を落とすことがないと，数字として
はなかなか現れないため注目が集まることが少な
越えながら仕事をしていくことになる。
　ただ，部署によって雰囲気は大きく異なるよう
である。私が派遣されている環境保健部は，部長
はスペイン人，スタッフには南米人，フランス人
などが多く，ラテン系の明るい雰囲気である。そ
の点，私は恵まれていると思っている。環境保健
部と森教授の教室とは私が派遣される数年前から
交流を重ねてきたので，すでに数名のスタッフと
顔なじみだったことも幸いした。
　現在，私は環境中の汚染物質による小児への影
響を小さくし，予防するため，専門家委員会を開
き，適切な介入方法の検討や将来的なWHOから
の提案について検討する，という作業を進めてい
る。アメリカのNIEHS，ドイツやフランスの環
境省，欧米の研究者ら，これまでの研究で広げて
きたヒューマン・ネットワークを活用して，頂い
た貴重な機会を無駄にすることなく具体的な対策
として形にしようとしている。
　生活面は，一言で言えば「大変」と言うほかな
い。ジュネーブはフランスに食い込んでいる地形
で，私はジュネーブ市内ではなく隣接するフラン
スのフェルネー・ボルテールという小さな村に住
んでいる。そのほうが静かで物価が安く，犯罪も
少なくて，食べ物もおいしいと感じるからであ
る。
　しかし，当然ではあるがどちらの町でも住民は
英語をほとんど話さない。ジュネーブは国際都市
だから，などという期待はしない方が良い。四つ
星ホテルのレストランでも英語は一言も話さな
い，ということがある。「Yes」も「No」も言わ
ない。アパート探しも一苦労であった。
　ジュネーブ市内もフェルネー・ボルテールも共
通しているのは，アパートの管理が悪い，とい
うことである。私は 3月末にアパートに入居し
たが，入居した翌日にバスルームが水浸しにな
り，トイレが半分詰まり，ランプが壊れ，漏電
し，管理をしているはずの不動産屋に何度言って
も「Pas problem !（パ・プロブレム＝問題なし）」
あるいは「Ç’est normal !（セ・ノルマル＝正常
です）」と言うばかり。
　もう苦情を言い疲れてあきらめかけていると，
長年ジュネーブに住んでいる日本人会の方から
「相手はあなたがあきらめるのを待っているのだ
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視されている環境疾患）があるように思う。過去
数十年で小児アレルギーは急増し，脳神経系の疾
患を持つ子どもたちが各地で急増している。なぜ
これらの疾患が急増したのか，遺伝的な背景が急
変することはありえないので，何らかの環境が急
変したために起こっている現象ではないか，と私
は考える。これらの子どもの親たちはどれほど苦
労していることか。死ななくても，本人と家族の
生活の質を落とす疾患にはもっと多くの人の注目
が集まってほしいものである。WHOに出勤する
際，この父子像を見るたび，長い人生を苦しみと
悲しみとともに生きなければならない多くの人の
ことを思い，私にできる最大のことをWHOで果
たそう，と心を新たにするのである。
　私にこのような貴重な機会を与えてくださった
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く対策が遅れる。
　この父子像が示すのは，命を落とすことはなく
ても，失明すれば生活の質は著しく落ち，誰かが
サポートしなければならず，その分社会の力が落
ちてしまう，だから，NTDにも真剣に取り組ま
なければならない，というアピールなのである。
　このNTDの考えは，環境汚染物質による人体
影響について考える際，共通したものがあると私
は感じている。環境汚染物質による健康影響で
は，死ぬことはほとんどない。もちろん，初期の
水俣病のように致死的な濃度の有機水銀に汚染さ
れれば人は死ぬ。しかし，低濃度の水銀では死ぬ
ことはない。死ぬことはないが，視野狭窄が起
こったり，運動障害で歩けなくなったりする場合
がある。死なないのだからリスクは小さいのだ，
という人もいるが，果たしてそうだろうか。
　私には，Neglected Environmental Disease（無
